
★朗読とは… 

  声に出して詩、文章などを読むこと（大辞林第三版） 

★朗読の奥深さ 

  「日本語朗読の楽しみ」（濵野成秋著・グラフ社）に 

よると「読書の味わいを酒にたとえるなら、黙読はよ

うやく美酒の香りに触れるにすぎないが、朗読すればじ

っくりと心潤い、ほのぼのと胸奥に沁みて、全身に感動

の灯をともす。」と記されています。 

★朗読は耳を鍛えます。 

人の話を聞かない、私語をする、耳で聞いて思い描く

世界が持てないなど、現代人の問題はたくさんあります。

もう一度「耳」の感性を取り戻す手段として朗読するこ

と、朗読を聴くことが有効的です。 

★朗読はパワーを秘めています。 

 朗読は誰にでも取り組め、声を出すことによって生理

的爽快感が感じられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八女市立図書館に所蔵して 

いる「朗読」関連本です。 

奥深い朗読を理解し、読書の 

楽しみを広げましょう。 

No.３４号（２０１４.１０） 

 

朗読と音楽による素敵な読書タイムをすごしませんか？ まなびっと八媛では、平成２６年度 

八女市市民との協働によるまちづくり提案事業として、読書を通じた市民生活向上応援プロジェク

ト「ひるさがりの朗読会」を開催いたします。種口敬明さん（ファゴット）と江頭玲衣さん（ピア

ノ）による美しい演奏とともに、フリーアナウンサー高月晶子さんによる「等伯」（安部龍太郎 著）

「ぼうしをかぶったオニの子」（川崎洋 著）の朗読をお楽しみください。 

 

 

 

ひるさがりの朗読会 
日時：11 月 23 日（日曜日） 

   13：30 開場  

14：00 開演 

会場：八女市民会館 

「おりなす八女」小ホール 

朗読：高月晶子さん 

演奏：種口敬明さん 

江頭玲衣さん 

 

※観覧希望のかたは、整理券を配

布していますので、八女市立図書

館本館・分館のカウンターにてお

受け取りください。入場無料です。 

朗読で元気に！ 

 

↓『朗読ダイエット』 

ドリアン助川／著 

左右社 

（595 ト） 

 

↓『日本語朗読の楽しみ』 

濵野成秋／著 

グラフ社 

（813 ハ）（黒木分館） 

↑『朗読療法』 

橘由貴／著 

駿河台出版社 

（146 タ） 

↑『50 歳からの 

  音読入門』 

斉藤孝／著 

海竜社 

（809 サ） 

発行：ＮＰＯ法人 まなびっと八媛 

（八女市立図書館内） 

住所：〒834-0031 

八女市本町 536-3 

電話：0943-22-2504 

 

～図書館だより～ 

NPO Manabitto yahime news  
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八女市立図書館本館の夏休みのイベントとして恒例となった「ちょっとだけこわいおはなし会」。

暑い夏休み、ちょっとだけこわいお話をきいて、少しは涼しくなっていただこうというエコな発

想で今年も開催いたしました。8月23日は、男性３人によるこわいおはなし。男性の声で語られる

おはなしは、みんなにはどんなふうに聴こえたでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．『ゆきむすめ』内田莉莎子・再話（Ｅユ） 

２．『こぞうさんとおばけ』はせがわかこ（Ｅコ） 

３．『学校の怪談スペシャル３』より朗読「ねこねこねこ」（Ｊ913 カツ） 

４．『ばけねこやま』（紙芝居ＪＣニホン 

５．『正福寺 幽霊の掛け軸の話』語り（八女の民話より構成） 

１．『世界のこわい話』（ＪＥ913 ミン）より語り「人魚のしかえし」 

２．『悪の十字架』小ばなし 

３．『学校な藤洋（Ｅカ） 

４．『稲川淳二の昔のコワイ話』より朗読「見知らぬ少女」※所蔵なし 
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26  
１．『ゆきむすめ』内田莉莎子・再話（Ｅユ） 

２. 『こぞうさんとおばけ』はせがわかこ／著（Ｅコ） 

３．『学校の怪談スペシャル３』より 朗読 

「ねこねこねこ」（Ｊ913 カツ） 

４．『ばけねこやま』（紙芝居ＪＣニホン） 

５．『正福寺 幽霊の掛け軸の話』語り 

（ふるさとの伝説より構成） 

 

8 23  
１．『世界のこわい話』（Ｊ913 ミン） 

より 語り「人魚のしかえし」 

２．『悪の十字架』小ばなし 

３．『学校ななふしぎ』 

斉藤洋／著（Ｅカ） 

４．『稲川淳二の昔のコワイ話』 

より朗読「見知らぬ少女」※所蔵なし 
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 時は江戸時代、八女福島の正福寺では、本堂の大改修中。出入り

する職人の間では、墓の一つに幽霊が出るとの噂がもちきりになる。

縁あって正福寺に宿を借りていた絵師 坂田音五郎は、本堂で幽霊

が出るのを待った。その女の幽霊が音五郎に語りかけた話とは…？ 

そして、音五郎の行なった事とは…？ 

 『ふるさとの伝説』安川浄生著 （K388ヤ）より 

 

※正福寺（矢原町）には幽霊を描いた掛け軸が代々伝えられ、毎年お盆の期間中 

 のみ開帳されています。 

↑（偕成社） 



◆◇◆ Ｎｏ．３ ◆◇◆ 

今回は「児童コーナー」をご紹介します♪ 
次回は「大活字本」と「ＹＡ」のコーナーです 

 

 

児童コーナーは一般書よりも棚が低めになっています。一般書との見分け方は、背表紙にある請求

記号シールの色です。児童書のシールは赤色です。また、ＯＰＡＣ（利用者用検索端末）で検索し

た際に、請求記号の頭に「Ｊ」がついている本は児童書ということになります。他にも、「ＪＲ」

は児童レファレンス（調べものの本）、「JＣ」は紙芝居を表します。 

 

ƾǑ ɨɓȧɶɞ ↄƿ ǉȚǺȒ ȋǠǚ  

Ł ֵ  913 ｱﾝ  ・ OPAC  J 913    

ƾ ֻ ˗ЖɛɕɧɅȡȠ ƿ ɛɕɧ  

Ł ֵ   03 ｿ   ・ OPAC  JR 03   

請求記号に「ＪＥ」がつきます。一部の作家を除いて、絵本のタイトルの 50 音順に並んでいます。 

児童コーナーの窓に沿って、ぐるっと配架されています。 

子ども向けはもちろん、高齢者向けの紙芝居や、大型紙芝居、大型えほん、 

布えほんがあります。これらも貸し出しできます。 

 お話コーナーでは、毎週土曜日１４：００～よみきかせを行っています。 
スタンプラリーに参加してスタンプを集めると、すてきなプレゼントも 
もらえます。ご自由にご参加ください。 

（対象：幼児～小学生、大人の方の参加もＯＫです） 

事典・辞書など 

調べものの本と 

児童雑誌は 

絵本の横にあります 

913 ｱﾝ  

03 ｿ   
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 八女市内で活動されている読書ボランティア団体さんをご紹介します。（第 3 回） 
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◎ おしらせ 

ᶥ  Ẍ  

と  き  １１月２３日(日) １３：３０～１５：００ 

ところ  八女市立図書館 星野分館（星野地域活性化施設内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめまして。読書ボランティア「夢の扉」です。 

主に星野分館で活動しています。 

私たちは、本屋さんもない小さな村で子どもたちや

大人の方に本に接して、そして読んでもらいたいと、

およそ18 年前に発足しました。 

子どもたちにプロの劇を見ていただきたいと、毎年

「夢の扉フェスティバル（図書館まつり）」を開催して

います。また今年もプロの演劇や、小学生・保育園

児たちによる出しものと、盛りだくさんの一日になる

予定です。 

 

ᶫ ᴣ  

水と猫が苦手な道具屋

の跡取り息子、太一郎。

太一郎には幽霊が見え

るという秘密があった。

そんな太一郎の修業先

となったのは、こともあ

ろうに「曰くつき」の品

物ばかりを扱う、憑き物

だらけの店だった……！ 

“しみじみ怪談もの”が

好きな方はぜひどうぞ。 

 

“いつまでも少女のここ

ろを忘れない作家”…と

呼ばれたい作者が贈る、

チョコっと読書にぴった

りの、チョコっとドリー

ミーなショートショート

集です。甘い甘い話から、

ほろ苦い話、甘いだけだ

と思ったら苦い話……。 

そんな小さな物語が 32

編入っています。 

『古道具屋皆塵堂』 

輪渡颯介，講談社 

( 913 ﾜﾀ ) 

 

『チョコ★ド』 

江坂遊，樹立社 

（ 913 ｴｻ ） 

おはなし会、演劇、園児の絵の展示・布の絵本展示・ブックリサイクルなど、 

親子のふれあいと読書をテーマにした楽しい催しがいっぱいです。 

֓қ  


